
 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 

「会長就任ご挨拶」 

平成 22 年度エレクトロニクスソサイエティ会長 

板屋 義夫 (NTT エレクトロニクス) 

 

本年度のエレクトロニ

クスソサイエティ（以下、

エレソと略す）会長を拝命

いたしました NTT エレク

トロニクス(株)の板屋で

す。よろしくお願いいたし

ます。 

エレソは電子情報通信システムを構成するエレク

トロニクスの材料、部品、デバイス、サブシステム

に関する基礎から応用までを研究活動領域としてお

ります。この領域における科学技術の進歩への貢献、

会員の皆様の満足度向上を目的として、「企画会議」、

「編集出版会議」「研究技術会議」の３会議体制で学

会の活性化につながる新施策の検討、および具体化

を進めております。Web 配信サービスの向上、ニュ

ーズレターの改善、研究会の技術研究報告（技報）

のアーカイブ化、各種表彰制度の拡充、春、秋の大

会の活性化等、会員サービスの向上に努めています。

エレソでは和文論文誌、英文論文誌、電子ジャーナ

ル ELEX を発行しています。これらの論文の質、量の

向上を図っていきます。  

各会議には大学、会社から多くの運営委員の方に

参加して頂いています。多くの方の協力のもと、サ

ービスの向上をさらに進めていきたいと思っていま

す。 

私は、次期会長に立候補するにあたりまして、企

業の方がもっと学会に参加していただけるようにし

たいと書きました。企業は売り上げを伸ばし、経費

を削減し、利益を上げることに一生懸命です。その

ために日夜知恵を出し、創意工夫をして、お客様（社

会）に喜んでいただけるように努力をしています。

この点は学会が目指す科学技術の進歩により社会に

貢献することと一致しております。企業の方が研究

会や大会に参加して、議論に参加し、新しい製品の

ヒントや改善のアイデアが得られるようにしていき

たいと思います。一人で考えていても、なかなか新

しい発想は出てこないと言われております。エレソ

には１３の研究会、９の時限研究会があります。さ

らに、春と秋の大会、主催、共催する国際会議があ

ります。学会は情報の宝庫であります。部会の方、

分野の異なる方とのコミュニケーションが新しい発

想につながっていきます。多くの方に学会に参加し
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ていただき、情報を共有して、よりよい情報通信シ

ステムの発展に貢献できるヒントを提供する場にし

ていきたいと思っております。 

エレソ会員の皆様、次期会長小山様、運営委員の

皆様とエレソをさらに発展させていきたいと思いま

すので、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

著者略歴： 

1981 年東工大博士了、 同年 NTT 入社。以来、光通信用

半導体レーザの研究開発に従事、2007 年から NTT 先端技

術総合研究所長。2009 年から NTT エレクトロニクス（株）

取締役。 

IEEE フェロー(2007)、日本応用物理学会フェロー(2009)、

IEEE Photonics Society, Japan Chapter 会長（2009） 

 

 

巻頭言 

「会長退任にあたって」 

平成 21 年度エレクトロニクスソサイエティ会長 

益  一 哉 (東京工業大学) 

 

 平成２１年度のエレクト

ロニクスソサイエティ（エ

レソ）会長を勤めさせてい

ただきました益です。会員

の皆様、各委員会の委員長、

幹事、委員の方々、事務局

の方々のおかげで１年間を

終えることができました。この場を借りて深く感謝

いたします。 

 現在の学会の抱える大きな課題は、会員数の大き

な減尐です。企業会員の減尐と、学生員が卒業とほ

ぼ同時に退会するという問題です。 何故、学会に

魅力がないのかということを会員一人一人が今一度

考え直す時であります。魅力の出し方は色々なアプ

ローチがあると思いますが、退任にあたって個人的

な意見ではありますが、二点に絞って述べさせてい

ただきます。 

 まず第一は、すでにエレソでも推進しております

が、種々の情報の電子化ならびに web 化の推進であ

ると思います。IEEE 関連論文が web 上で検索、閲覧

できることの利便性は認めざるを得ないですし、あ

らゆる書籍や論文などの電子化の流れは止めること

ができない状況にあります。ところで、ソサエイテ

ィ会長は４年に一度会誌の巻頭言を執筆する担当を

勤めます。平成 22 年 3月に拙稿が掲載されました。

慣れてないこともあり、いざ執筆するとなると論文

を書くよりも大変でした。やむを得ず過去の巻頭言

を紐解いたら何とかなるだろうと思い、久しぶりに

図書館でも行こうとした時に、「学会 90 年誌記念

DVD」を利用することができ大変助かりました。実は、

学会事務局から記念 DVD があることを教えてもらい、

至急購入させていただいたのですが、後日、本棚か

ら封を切ってない記念 DVD が出てきた時にはかなり

複雑な気持ちになりました。電子化とともに web 化

の重要性を実体験したわけです。収益構造を考慮し

た電子化と web 化には困難さが伴ないますが、今ま

で以上に推進する必要があろうかと思います。エレ

ソで進めている技報の電子化、web 化は是非とも推

進してゆくべきであり、会員皆様のお役に立つと確

信しております。 

 第二は、春と秋の総合大会、ソサイエティ大会の

活性化です。エレソ分野では、産業界の方の投稿参

加の減尐が大きな問題であります。まずは、産業界

においても若手の方の encourage のために積極的な

投稿をお願いする次第です。大会での発表、研究会

の発表は大きな国際会議などにつながる第一歩です

ので、経済的に厳しい状況ではありますが、積極的

な投稿や参加をお願いいたします。産業界で活躍す

る若手研究者の発表は、将来産業界に入るであろう

学生への極めて重要な教育という一面を持っていま

す。また、学会からは、厳しい産業界の状況にあっ

ても投稿してみようという魅力を示すことも重要で

す。本学会全体で、CEATEC との連携を模索しており、

個人的には積極的に推進すべき事項であると思って

おります。IEEE のいくつかのソサイエティにおける

Mother conference が Exhibition と一体運営されて

いることを考慮すると見習うべき手法があるはずで

す。 

 先の巻頭言でも述べさせていただきましたが、会



員の皆様には、是非学会を楽しんでいただきたいと

思います。普段はつきあいのない他機関や企業の方

と接点ができるだけでも楽しいことです。学会での

発表もやってみると楽しいものです。厳しい質問や

コメントもありますが、実はこれも楽しいです。 

 今後も大会や研究会に積極的に参加させていただ

き、皆様方と一緒に学会を大いに楽しませていただ

ければと思っております。 

 

著者略歴： 

1975 年神戸高専卒。1982 年東工大博士了。1982 年～2000

年 5 月東北大通研。2000 年 6 月より東工大教授。2004 年

エレクトロニクスソサエティ賞。 

 

 

短信 

「2010 年ソサイエティ大会へのお誘い」 

大会運営委員長 

 日比野 善典 (NTT) 

 

今年のソサイエティ大

会は2010年9月14日（火）

～17 日（金）の 4 日間、

大阪府立大学（堺市）に

て、基礎・境界ソサイエ

ティ、通信ソサイエティ、

エレクトロニクスソサイ

エティの 3 ソサイエティ合同の大会として開催され

ます。 

ソサイエティ大会の開催・運営をご担当される皆

様には引続き開催準備の労に対して深謝申し上げま

すと共に、多くの方々が、本大会でご講演頂き、ご

聴講ご参加賜りますよう、お願い申し上げます。 

エレクトロニクスソサイエティでは、一般講演に

加えて、各研究専門委員会などからご提案頂いた、

下記の公募シンポジウムが企画されています。電磁

界理論関連では「周期系・不規則系における電磁波

散乱・導波問題：理論、数値解析と応用」と題して

複雑な周期構造、有限または欠陥・揺らぎのある周

期構造、ランダム媒質を含む構造等の複合・複雑構

造に関する波動解析理論とその応用および数値計算

法と計算精度等の最近の進展について討論を行いま

す。電子部品・材料関連では、「メタマテリアル技術

の最新動向」と題して、メタマテリアルの理論や構

成法などの基礎技術から、マイクロ波・ミリ波から

テラヘルツ波領域におけるデバイス/システム応用

技術までの最新研究が紹介されます。マイクロ波関

連では「環境・エネルギー分野の発展に貢献するマ

イクロ波技術」と「無線回路の広帯域・マルチバン

ド化技術の最新動向」の 2 つのセッションが企画さ

れています。光エレクトロニクス関連では「新たな

転機を迎えた通信用送受信デバイスの動向」と題し

て次世代光通信用デバイスについて議論され、また、

機構デバイスとともに「光・高周波デバイスの接続

技術」と題して、光・高周波信号の接続に関する様々

な問題について議論されます。有機エレクトロニク

ス関連では、「有機エレクトロニクス研究の愉しみ」

と題して、有機エレクトロニクス発展の原動力と可

能性について討論されます。マイクロ波・ミリ波フ

ォトニクス関連では、「超 100 ギガ・デバイスおよび

システム技術の将来展望」と題して、通信応用だけ

でなくマイクロ波・ミリ波フォトニクス全般にわた

る超 100G デバイスとシステム技術の将来について

議論されます。 

 他に、依頼シンポジウムとして通信ソサイエテ

ィとの共同で「エクサビット時代に向けた革新的光

伝送技術とそれを支えるデバイス技術」、光エレクト

ロニクス研究専門委員会とレーザ・量子エレクトロ

ニクス研究専門委員会共同の「ユビキタスネットワ

ークを支える次世代光コンポーネント・実装技術」、

集積回路研究専門委員会の「エマージングメモリと

３次元集積メモリ」、電子デバイス研究専門委員会の

「テラヘルツ波源デバイスの現状と展望」、集積光デ

バイスと応用技術時限研究専門委員会の「半導体製

造技術の現状と今後の展望」が企画され、大会 2 日

目午後にはエレクトロニクスソサイエティプレナリ

ーセッションとして、特別講演、エレクトロニクス

ソサイエティ賞授賞式、レター論文賞授賞式、ELEX 

AWARD 授賞式などが予定されます。 

大会委員会特別企画として「2020 年の ICT はどう



なる？」と題したパネルセッション、「国際標準化へ

の道筋(2)」についての講演などが行われます。 

講演登録・原稿の締切日は平成 22 年 7 月 7日（水）

17:00（厳守）となっております。ご講演・ご聴講、

大会プログラムなどの情報は下記 URL 

http://www.toyoag.co.jp/ieice/S_top/s_top.html 

をご覧下さい。索引機能付プログラムは 8 月中旬

公開予定です。講演、聴講の事前準備等のため、DVD

論文集は講演者・予約聴講者に事前発送されます。 

（尚、シンポジウム課題等は 5 月現在の情報を基

にしており、開催時のプログラムと若干異なる場合

がありますことをご了承下さい。） 

 

著者略歴： 

1980 年東京大学工学部物理工学科卒業，引き続き東京大

学工学系研究科博士課程（修士）修了，1982 年日本電信

電話公社（現 NTT）入社．NTT フォトニクス研究所研究員

を経て 2008 年より NTT フォトニクス研究所所長．1989～

1990 年米国アリゾナ大学客員研究員． 

研究歴：光ファイバ，石英系光導波路型デバイス，光ネッ

トワークシステムの研究開発．IEEE、電子情報通信学会、

応用物理学会、各会員、工学博士。 

 

 

● エレソからのお知らせ 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞に 

ついて 

2010 年ソサイエティ大会（2009 年 9 月 14 日～17

日、大阪府堺市、大阪府立大学）において、第 7 回

エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞の審査を

行います。本賞はエレクトロニクス分野に関する優

秀な発表（一般講演、シンポジウム講演）を行った

学生員に対して贈呈するものです。概要は以下の通

りとなっております。 

 

＊ 選定対象者：次のすべての条件を満たす方。 

（1）講演時に電子情報通信学会の学生員であること。 

（2）講演申込の際に筆頭著者かつ講演者として登録 

し、かつ実際に講演を行った者。 

（3）過去に電子情報通信学会の学術奨励賞、及び本 

賞を受けたことがないこと。 

（4）表彰時に電子情報通信学会の会員であること。 

 該当者は自動的に本賞の選定対象者として登録さ

れますので、申込み手続きは不要です。 

 

＊表彰：2011年総合大会のエレクトロニクスソサイエ

ティのプレナリーセッションにおいて、下記3分野そ

れぞれについて2名の方に表彰盾および賞金（30,000

円）を贈呈します。 

イ．電磁波およびマイクロ波 

ロ．化合物半導体および光エレクトロニクス 

ハ．シリコンおよびエレクトロニクス一般 

 

◆Newsletter 魅力的な紙面づくりにご協力下さい 

 本 Newsletter は、会長、副会長からの巻頭言や論

文誌編集委員長、研究専門委員会委員長からの寄稿

を中心に、年 4 回発行させていただいております。

今後、さらに魅力的な紙面づくりを進めるため、エ

レクトロニクスソサイエティでは、会員の皆様から

企画のご提案やご意見を募集いたします。電子情報

通信学会エレクトロニクスソサイエティ事務局宛

（詳細は下記 URL 参照）にご連絡をお願いいたしま

す。 

http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index.html 

 

◆ エレソ News Letter は年 4回発行します。次号は 2010

年 10 月発行予定です。 （企画広報担当:山田） 

 


